
アンケート内容

2024年度　西九州大学大学院　
リハビリテーション学専攻（修士課程）修了者に聞いてみた！

博士後期課程 入学者インタビュー博士後期課程 入学者インタビュー博士後期課程 入学者インタビュー
西九州大学大学院  保健医療学専攻（博士後期課程）  2025年度入学者

末永  拓也 （すえなが  たくや）さん

❶所　属　　

❷大学院に進学したきっかけは？　　

❸なぜ西九州大学の大学院を選びましたか？　

1 所属施設
 　　かとうクリニック内科・呼吸器内科

2 取得免許
　理学療法士、3 学会合同呼吸療法認定士

3 指導教員
　大田尾　浩　教授

4 なぜ博士課程に進学したのか
　修士課程で学んでいるうちにもっと本格的に研究を行いたいと考えるようになりました。
さらに、修士で出た疑問を解決し臨床還元したいと考えたため、博士課程に進学しました。

5 なぜ西九州大学大学院保健医療学を選択したのか
　修士時代にもご指導いただいた大田尾浩教授がいらっしゃること、修士のころから先輩
の保坂先生も博士後期課程の 1 期生として在学されていたことが西九州大学を選んだ理由
の一つです。
さらに、私は学部も西九州大学（リハビリテーション学科）、修士課程も西九州大学大学院（リ
ハビリテーション学）で修了させていただきました。慣れ親しんだ環境で研究をしたいと考
えたので西九州大学の博士課程を選択しました。
指導教員の大田尾浩教授は現場での業務終了後でも論文ご指導をいただけるため、「仕事と
学業を両立できる」ということも西九州大学大学院を選んだ理由の一つです。

6 どのような研究に取り組まれる予定なのか
　慢性閉塞性肺疾患患者（COPD）患者は身体活動が低下されている方が多く、身体活動の
低下は死亡リスク増加につながることが明らかにされています。身体活動の増加にはどのよ
うなアプローチが有効なのかを検証していきたいと考えています。

7 目標・意気込み
　現場の患者さんに還元できるような研究を、コツコツと進めていきたいです。

❶聖ルチア病院
 
❷自身の臨床実践を客観的に評価する手法を

学び、日々の臨床で得た知見を確かなものと
するために、大学院への進学を決めました。

❸自分の研究したい分野に詳しい先生がい
らっしゃったので選びました。

❹SSTの練習場面を、支援者が決めるのでは
なく、本人が主体的に選べるようにする。そ
のための新しいツール（S-CAT30）を開発
しました。

❺研究・臨床・教育のそれぞれに造詣が深く、
的確なご指導をしてくださる方です。

 
❻柔軟に対応してくださる先生たちなので、働

きながら・子育てしながらでも卒業する事
が出来ました。

❶医療法人敬天堂古賀病院（回答時）

❷学会発表をする中で，研究の仕方をしっかり
と学びたいと思ったため。

❸4年間理学療法学専攻でお世話になり，大学
の雰囲気等を知っていたため。

❹慢性閉塞性肺疾患患者（COPD）に関する研
究を行いました。

❺PT人生の師範

❻臨床で困ってることを解決するきっかけに
なると思います。

❹大学院でどんな研究をされましたか？　

❺指導教員の先生を一言でいうと？　　

❻大学院への進学を考えている方に一言！

　国際医療福祉大学
川勝 陽平さん

西九州大学
リハビリテーション学部（8期生）

末永 拓也さん小松 洋平先生 大田尾 浩先生


